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ＷＧの振り返り

１

〇民間サービスの動向

 通信事業者の新規参入や料金プランの多様化の流れを受け、近年、乗換え相談を
ビジネスとして提供する者が増加。

 現在、これら乗換え相談ビジネスに関するトラブルは顕在化しておらず、利用してい
るユーザーにとって通信事業者や料金プランの選択のサポートに関し一定の役割を
果たしていると推測。

〇実証事業の結果

 主に「他の料金プランへの関心」や「現状の月額料金に対する不満」などを理由に、
あらゆる年代層に乗換え相談ニーズがあることを確認。

 「有料であってもサービスを受けたい者」は全体の約６割で、乗換え市場としての可
能性はあり。

 しかし、実際に対価として支払ってもよいとする金額は約500円～1000円程度。乗換
え相談を単独でビジネスとして成立させることは困難と推測。また、相談者数の確
保や相談所運営等のコスト面において相当の工夫が必要。

 実証を行った事業者からは、乗換え相談をサービス提供するには、利用者の観点
から、一定の公平性・中立性を確保する基準が必要なのではないかという意見。






